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オブジェクト間の通信
オブジェクトから別のオブジェクトを

呼び出す必要がある場合
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これまでの学習では、あるオブジェクトから別のオブジェクトを呼び出さなければ
ならない課題も含まれていました。

たとえば、AttractionsList プロシージャーオブジェクトを実装した際、国名が
「フランス」、または国番号が「2」 (「フランス」に対応) である観光名所を
フィルタする必要がありました。これを実現するために、コード内で定数を使用
しました。

しかし、これでは「フランス」以外の国の観光名所をフィルタするには、毎回プロ
シージャーのコードを変更しなければなりません。

これまでの研修では

オブジェクト間の通信

フィルタで定数を使用 (この例では「国」)

一般的なリストを作成してフィルタに使用する国を
「受け取る」にはどうすればよいか? 
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フィルタに使用する値をこのオブジェクト内で「受け取る」ことができるのが理想的
です。つまり、別の GeneXus オブジェクトでユーザーが値を選択すると、このプロ
シージャーオブジェクトにその値が送信され、受け取った国に応じて観光名所のリスト
が表示されるようにします。

それでは、この例を使用して、GeneXus オブジェクト間の通信を実装する方法を
⾒ていきましょう。

呼び出し元 呼び出し先: AttractionsList

オブジェクト間の通信
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オブジェクトの呼び出し元の実装
1) 対象の国を指定するための Web パネルを作成する。

オブジェクト間の通信

ListAttractionsByCountry イベントが
関連付けられたボタン

ダイナミック コンボ ボックス タイプのコントロールを
使用した変数で、データベースにある国をユーザーに

表示する。

Web パネルフォームで指定された
国を保持する変数

2) AttractionsList プロシージャーを読み
出すボタンを追加する。

最初に、ユーザーが値を指定すると、その値に応じて処理を⾏う画⾯のオブジェクト
を作成する必要があります。これを実現するオブジェクトは、Web パネルです。
この Web パネルはこのコースの後の章で説明します。ここでは、さまざまな用途に
柔軟に対応できる画⾯用のオブジェクトと考えてください。ユーザーにデータの⼊⼒
を要求したり、データベースやその他のソースなどから取得した情報を表示したりす
ることができます。⼀例として、観光名所の Work With ⼀覧画⾯は、GeneXus に
より Web パネルとして自動生成されたものです。

ここでは、このタイプのオブジェクトを作成し、EnterAttractionsFilter という名前
にします。Web フォームが作成され、オブジェクトの画⾯になります。これには
単⼀のテーブルが含まれています。

CountryId 変数を追加します。変数の名前と項目属性の名前が同じであるため、項目
属性に基づいて同じデータタイプが使用されます。ここで、項目属性のデータタイプ
を変更 (例: numeric(10) から numeric(4)) すると、変数は自動的にこの新しい値
を使用します。
変数のプロパティを編集します。[Control Type] プロパティの値が Edit であるこ
とを確認してください。この Web パネルが実⾏されると、フィールドにユーザーが
数値を⼊⼒する形になります。データベースに含まれる値を選択肢として表示したり、
対応する国を表示したりはしません。コントロールタイプをダイナミック コンボ
ボックスに変更します。こうすると、ユーザーはデータベースから取得した⼀連の
値から選択することができます。この [Item Values] プロパティは、CountryId 
項目属性です。つまり、Country テーブルが参照され、既存の CountryId がコンボ
ボックスにロードされます。変数には国番号が格納されますが、通常、国番号では詳
細が分からないため、ユーザーには変数の [Item Descriptions] プロパティで指
定された項目属性の内容を表示させます。ここでは国名が表示されるようにします。
コンボボックスであることを示す⽮印が表示されます。つまり、実⾏時には、データ
ベースに格納されている国のリストを含むコンボボックスが表示され、そこから国を
選択できます。
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ボタンも追加します。ボタンに関連付けるイベントの名前を⼊⼒するよう求められ
ます。ここでは、「List Attractions By Country (国別観光名所リスト)」とします。
ボタンのテキストは、デフォルトではこの名前になります。このボタンを右クリック
して [イベントへ移動] を選択すると、この名前のイベントが作成されており、自動的
に [Web Form] エレメントから [Events] エレメントに変更されます。また、この
イベントがトリガーされた場合に実⾏されるコードを⼊⼒する場所にカーソルが表示
されます。つまり、ボタンをユーザーが押したときに関連付けられたイベントがトリ
ガーされます。
さらに必要なタスクとして、フィルタに使う国を送信し、観光名所をリストする
AttractionsList プロシージャオブジェクトを呼びだす必要があります。

【補足】ボタンを押してこのコードを実⾏すると、画⾯に表示されているコンボボッ
クスからユーザーが選択した国番号が &CountryId 変数に設定されます。変数は
メモリの⼀部であり、名前が付けられ、データ項目を⼀時的に保存するために使用
されることを既に確認しました。また、各オブジェクトには変数のセクションがあり
ます。つまり、オブジェクト内で定義された変数は、このオブジェクト内でのみ参照
できます。そのため、2 つのオブジェクトが同じ CountryId という名前の変数を
持っていても、2 つの異なる変数として扱われます。
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オブジェクトの呼び出し先の実装

変数とParm ルールの宣⾔︓

変数を宣言し、Parmルールを記述

ソースを変更する:

このように変更

オブジェクト間の通信

この例では AttractionsList プロシージャーオブジェクトが値を受け取るため、オブ
ジェクトを開いて [Rules] エレメントに移動します。ここに示す Parm ルールを
⼊⼒します。

このオブジェクト (AttractionsList) では、ユーザーが国を⼊⼒するために使用した
Web パネルと同じ名前とデータタイプの変数を作成しました。
ただし、既に説明したとおり、2 つの異なる変数があります。1 つは Web パネル内
でのみ有効であり、もう 1 つはプロシージャー内でのみ有効です。それぞれのオブ
ジェクトで異なる名前を使用することもできますが、データの通信と共有が適切に
⾏われるようにするには、呼び出し元と呼び出し先のオブジェクトで同じデータタ
イプにする必要があります。

これで、プロシージャーオブジェクトは国番号を受け取る準備ができました。
この例では、EnterAttractionsFilter Web パネルから受け取ります。

For each コマンドで指定していた定数のフィルタ (国番号「2」) を、パラメーター
として値を受け取るように変更します。
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F5 キーを押して、ここまでの内容を実⾏してみましょう。AttractionsList プロシー
ジャーは表示されなくなります。Web パネルを通じて呼び出す必要があります。

国のコンボボックスで、[フランス] を選択し、ボタンを押します。

ダイナミック コンボ ボックスから [フランス] を選択することで、内部的には
「フランス」の国番号が選択されました (この場合、値は「2」)。この値が
AttractionslList プロシージャーに送信されます。

レポートが作成されると、国が「フランス」である観光名所のみが表示されることを
確認できます。

デモ

• ここまでの内容を GeneXus で試す: F5 キー
AttractionsList プロシージャーは開発者メニューに表示されなくなる

オブジェクト間の通信
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オブジェクトの呼び出し ポイント1
オブジェクト名()で呼び出す

オブジェクト間の通信

呼び出し元: EnterAttractionsFilter

オブジェクト名()
で呼び出せる
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オブジェクトの呼び出し ポイント2
呼び出し先は、Parm ルールで値 (パラメーター) を受け取る

オブジェクト A オブジェクトＢ

呼び出し/
受け取り

Parm

オブジェクト間の通信

inは、値を受け取ることを表す。

オブジェクトが値 (パラメーターと呼びます) を受け取れるようにするには、
[Rules] エレメントを開いて、Parm ルールを記述する必要があります。この
Parm ルールで、オブジェクトが呼び出し元から値を受け取ったり、呼び出し元に
返却したりするためのパラメーターを宣言します。

「in」は、&CountryId 変数が⼊⼒パラメーターになることを表します。これは、
呼び出し元から値を受け取るためだけに使用できることを意味しています。戻り値を
返すことはできません。これは省略して、GeneXus に推論させることもできます。
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オブジェクトの呼び出し ポイント3
引数の変数は同じ型でなければならない

オブジェクト間の通信

同じ型であればok

呼び出し元: EnterAttractionsFilter 呼び出し先: AttractionsList
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今回の Web パネルのケースでは、この値は (ユーザーが画⾯上で⼊⼒した) 変数に
格納されていましたが、もしも、値が項目属性に格納されていたら、呼び出し時の
() 内にその項目属性を指定していました。

また、エクスプレッションや定数を送信することもできます。

エクスプレッション※
※条件式、計算式、関数などの評価結果のこと

呼び出し元︓ EnterAttractionsFilter 呼び出し先: AttractionsList

Parm( )

呼び
出し

オブジェクト間の通信

オブジェクトの呼び出し ポイント4
変数に限らず、項目属性/定数/エクスプレッションも、値として渡せる
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呼び出し元︓ 呼び出し先︓

呼び出し

Parm( , , )

オブジェクト間の通信

オブジェクトの呼び出し ポイント5
複数のパラメータを扱うにはカンマで区切る

2 つ以上の値を送信する必要がある場合は、項目属性、定数、変数のいずれかを複数
使用して、コンマで区切って送信します。

これらのパラメーターは、Parm ルール内でコンマ区切りで順番に宣言する必要が
あります。

当然、パラメーターを受け取らないオブジェクトで Parm ルールを宣言してはいけ
ません。
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補足︓
Parm ルールを宣言した場合、そのオブジェクトは
開発者メニューから表示されなくなる

オブジェクト間の通信

inは、値を受け取ることを表す。

※開発者メニューには引数の必要のないオブジェクト
がリストアップされるため

上記、Parm ルールが宣言されていると、今後はプロシージャーを呼び出す
すべてのオブジェクトが国番号の値を送信できるようになります (そうする必要が
あります)。このタイプの値を送信しないと、プロシージャーを呼び出せません。
そのため、AttractionsList プロシージャーは開発者メニューに表示されなくなり
ます。
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まとめ オブジェクトの呼び出しの基本

1.オブジェクト名()で呼び出す
2.Parm ルールで値 (パラメーター) を受け取る
3.引数の変数は同じ型でなければならない
4.変数/項目属性/定数/エクスプレッションが渡せる
5.複数のパラメータを扱うにはカンマで区切る

オブジェクト間の通信
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ここでは、ユーザーが選択した特定の値の範囲に名前（ふりがな）が含まれるすべて
の観光名所を
表示します。たとえば、「あ」から「と」の範囲とします。

これを⾏うには、既に作成してある Web パネルに、ユーザーが開始名と終了名を
⼊⼒できるようにします。そうすることで、ボタンを押したときに、名前がその範囲
に含まれるすべての観光名所を表示するリストが呼び出されます。

EnterAttractionsFilter Web パネルを開き、変数を 2 つ持つテーブルを追加します。

• &FromAttractionFurigana は AttractionFurigana 項目属性に基づきます。
• また、&ToAttractionFurigana も AttractionFurigana の定義に基づきます。

既に説明したように、これは、変数の定義が項目属性の定義にリンクしており、
項目属性のデータタイプを変更すると、それに応じて変数が自動的に変更される
ことを意味します。

次に、「ふりがなフィルタ付き観光名所リスト」
イベントボタンを追加します。追加したボタンを右クリックして [イベントへ移動] 
を選択します。ここで、選択した範囲に含まれる観光名所を出⼒するプロシージャー
を呼び出す必要があります。

AttractionsList レポートは既にありますが、名前の範囲ではなくパラメーターで
国番号を受け取っていました。これを別名 (AttractionsByName) で保存し、
Parm ルールを変更して、次の 2 つの⼊⼒パラメーターを受け取れるようにします: 
&FuriganaFrom 変数と &FuriganaTo 変数。

両方の変数を AttractionFurigana 項目属性に基づいて定義します。

変数には、Web パネルで作成した変数とは異なる名前を使用しています。もっとも
重要なのは、送られたデータタイプと受け取ったデータタイプが⼀致していること
です。

例︓特定の範囲のふりがなの観光名所をPDF出⼒する

呼び出し元Webパネル︓EnterAttractionsFilter

呼び出し先プロシージャー︓
AttractionsByName

オブジェクト間の通信
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呼び出し部分で記述した最初のパラメーターは、呼び出し先オブジェクトの Parm 
ルールで定義された最初のパラメーターにロードされ、呼び出し部分の 2 つ目の
パラメーターは、呼び出し先オブジェクトの 2 つ目のパラメーターにロードされ
ます。呼び出し部分の順序と Parm ルールの定義での順序に注意する必要があり
ます。コードを分かりやすくするため、この例のように関連する名前を使用すること
をお勧めします。

これでプロシージャーの準備ができました。F5 キーを押して実⾏しましょう。
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実⾏時

オブジェクト間の通信
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呼び出されたオブジェクトが
戻り値を返す場合
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Flight トランザクションでは、航空会社が提示する割引率と、フライト自体に設定
された割引率に応じて、航空券の価格を計算する式がありました。もっとも割引率の
大きいものを選択して適用しました。

呼び出されたオブジェクトが戻り値を返す場合

ふりかえり︓FlightFinalPrice
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今回のケースでは、請求書の割引⾦額を複雑な条件で決定されるものとして考えます。

このような場合は、これらの計算を実⾏し、計算結果の値を呼び出し元に返すプロ
シージャーを実装する必要があることがあります。
たとえば、この GetInvoiceAmount プロシージャーを呼び出す場合です。

プロシージャーは、⼊⼒パラメーターとして請求番号と請求日付を受け取り、そし
て計算された⾦額を返します。

最初の疑問は、プロシージャーの結果を必要とするオブジェクトが、この結果をどの
ようにして受け取るかということです。これは、戻り値を返し、必要なアクションを
実⾏するために呼び出される関数として検討する必要があります。

呼び出されたオブジェクトが戻り値を返す場合

より複雑な要件の例︓
⇒プロシージャオブジェクトGetInvoiceAmountによる算出

（新規Invoiceトランザクションで利用）
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呼び出されたオブジェクトが戻り値を返す場合

呼び出すには︓
1.Rules/Source/式/Events どこからでもok
2.代⼊式で左辺に戻り値を代⼊したり、

エクスプレッションとして評価できる

1 つの方法として、結果を項目属性に割り当てることが考えられます。たとえば、
Invoice トランザクション構造内で FlightDiscount 項目属性を定義し、呼び出し元
の GetDiscount によって計算されるグローバル式にすることができます。

こうすることで、InvoiceTotalAmount 項目属性が記述されるすべてのオブジェ
クトで式が評価されるようになります。GetDiscount プロシージャーが呼び出され
て実⾏されます。実⾏が終わると、返された結果は式の項目属性の値として表示され
ます。

この項目属性を式として設定せず、対応するテーブルに格納される項目属性として
設定し、トランザクションが実⾏された場合にのみプロシージャーの結果と⼀緒に
格納されるようにする場合は、上のスライドの [Rules] の最初にあるとおり、
Assignment ルールを記述します。

さらに、プロシージャーの実⾏結果は、変数に割り当てることもできます。
また、割り当てずに、代わりにエクスプレッションで使用することもできます。
たとえば、ルールをトリガーする条件を指定する場合です。

または、プロシージャーやイベント内の次のような命令の場合です: 

If GetInvoiceAmount ( InvoiceID, &Today) > 10
…

Endif

現在学習している本題とは関連がないため、ここでは GetDiscount プロシージャー
の実装方法については説明しません。ただし、今確認した例のように、呼び出し構⽂
でオブジェクトが戻り値を返すことを想定している場合は、呼び出し先オブジェクト
で Parm ルールを記述する方法を把握する必要があります。
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GetDiscount プロシージャーの [Rules] セクションで、呼び出し元に記述されてい
るパラメーターに加えて、最後にもう 1 つパラメーターを追加した Parm ルールを
記述する必要があります。

Parm ルールの最後に指定するパラメーターは、次のように定義する必要があります: 
• 変数
• オブジェクトコード(この場合はプロシージャーのソース内)で値を代⼊

代⼊された値は、コード実⾏終了時に、呼び出し元への戻り値となります。

呼び出されたオブジェクトが戻り値を返す場合

呼び出し元︓

呼び出し先︓
GetInvoiceAmount

呼び出し先の定義:
1.Parm ルールの最後に、戻り値を宣言して

呼び出し元の左辺に代⼊できる。
2.戻り値は変数で[Source]で代⼊される必要あり
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呼び出されたオブジェクトが戻り値を返す場合

呼び出し元︓

呼び出し先︓
GetInvoiceAmount

補足1:
代⼊式を使わなくてもok
⇒戻り値を返すことが不明瞭で非推奨

補足2:
Parmルールでin、out、inoutを指定
⇒複数の戻り値を明示できる

この同じオブジェクト B に対して、代⼊式を使わずに呼び出すことも可能です: 
この場合は、最初の 2 つのパラメーターが⼊⼒パラメーターで、最後のパラメー
ターが出⼒パラメーターになります。
唯⼀の問題は、この呼び出しでは、&discount がロードされて返されることが明確
に示されていません。つまり、呼び出されたオブジェクトが戻り値を返すことが明確
になっていないということです。このような場合は、左辺に戻り値を返すことを明示
する呼び出し構⽂を使用することをお勧めします。

呼び出し元に返す出⼒パラメーターとして使用できるのは Parm 
ルールの最後の変数だけではないということも説明しておく必要があります。すべて
の変数が、⼊⼒変数 (パラメーター)、出⼒変数 (戻り値)、または⼊出⼒変数 (パラ
メーター兼戻り値) として使用できます。この例では、&var1 は (オブジェクトの
コード内で指定することで、parm ルールの最後に位置していないパラメーターにも
関わらず) 出⼒変数にも⼊出⼒変数にもなりえます。
ここに示されているように、これは変数名の前に「in」、「inout」、または「out」
と⼊⼒することで指定できます。
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呼び出されたオブジェクトが戻り値を返す場合

戻り値のあるオブジェクトを呼び出すには︓
1.Rules/Source/式/Events どこからでも呼び出せる
2.代⼊式で左辺に戻り値を代⼊したり、

エクスプレッションとして評価できる
3.代⼊式を使わなくてもok

※[Rules]では代⼊式のほうが望ましい

戻り値を戻すオブジェクトの定義:
1.Parm ルールの最後に、戻り値を宣言して

呼び出し元の左辺に代⼊できる。
2.戻り値は変数で[Source]で代⼊される必要あり
3.Parmルールで、outやinoutを

使い複数の戻り値を戻すこともできる

まとめ 呼び出し先オブジェクトから値を戻す場合
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Parm ルールのパラメーターが変数ではなく項目属性である場合を確認しましょう。

Parmルールによる
自動フィルタ
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Parm で変数を使用するか項目属性を使用するか

と

呼び出されるオブジェクトの Parm ルールで変数を使用する場合と項目属性を使用
する場合の違いは何でしょうか。

変数で値を受け取る場合は、プログラムで自由に使用できます。「等価 (=)」、
「より大きい (>)」、「以上 (>=)」などでフィルタする際のフィルタ条件として
使用できます。また、計算 (算術演算)や、その他必要な処理にも使用できます。
変数は、必要な処理を実⾏する際に、明示的な命令を通じてオブジェクト内で使用
する名前の付いたメモリ領域です。

⼀方、項目属性で値を受け取る場合は定数となり、暗示的に使用されます。⼀般的に、
開発者はデータベース上のテーブルにアクセスするときに (拡張テーブルに含まれる) 
項目属性で値を受け取らせます。このように、項目属性のパラメーターを通じて、
値を受け取った場合、自動的に等価フィルタが適用され、項目属性にパラメーターと
して渡された値を含むレコードが処理対象となります。
例を使って説明します。
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AttractionsReport という名前で AttractionsList プロシージャーのコピーを作成
します。

基になるプロシージャーでパラメーターとして次の変数を使用します: &CountryId。
Attraction テーブルの観光名所を国でフィルタするために使用します。

ここに示すように、等価フィルタを実装しています。パラメーターで受け取った
&CountryId 変数の値と CountryId が⼀致する観光名所のみが表示されます。

⼀方、明示的にフィルタを指定しなくても、まったく同じように実装することも可能
です。どのようにすればよいでしょうか。CountryId 項目属性で値を直接受け取る
ことで実装できます。

Parm ルールで、項目属性で値を受け取る場合は、GeneXus は等価フィルタを使用
します。つまり、国番号が⼀致するレコードのみがアクセスされます。
このオブジェクトのナビゲーションリストを確認してみましょう。

例: 変数で値を受け取る場合と項目属性で値を受け取る場合の比較

ナビゲーションリスト

Parm で変数を使用するか項目属性を使用するか
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Where 節が記述されていなくてもフィルタが適用されることが確認できます。

【補足】Navigation Filters: For each コマンドが CountryName でソートされて
実⾏されるため、パラメーターに対応する CountryId の値でフィルタするには、
テーブル全体を参照する必要があります。

⼀方、フィルタに使用する項目属性でソートする場合は、
テーブル全体が参照されているわけではないことがナビゲーションリストで確認でき
ます。

実⾏します。
[フランス] を選択してリストを表示します。
リストにはフランスの観光名所が表示されます。

ナビゲーションリスト

Parm で変数を使用するか項目属性を使用するか
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項目属性を使用して複数の値を受け取った場合は、受け取った各項目属性と同じ値の
レコードのみがアクセスされます。
これまで同様、変数ではないので、これらの項目属性の値を変更することはできません。

値を受け取って等価フィルタを適用することが目的ではない場合は、項目属性では
なく、変数で値を受け取ることが解決策となります。また、変数はプログラムで自由
に使用できます。たとえば、必要に応じて別の値を割り当てることもできます。

Parm( , , )att1 att2 &var3

1 2 3

Parm で変数を使用するか項目属性を使用するか

補足1:
複数の項目属性の引数を受け取った場合はAnd条件

フィルタ =

補足2:
「＝」以外の比較演算子には変数で受け取る



418

Workwithパターンで作成した
オブジェクトからほかの
オブジェクトを呼び出す
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Workwithパターンからほかのオブジェクトを呼び出すには
ActionノードからGXObjectプロパティで任意のオブジェク
トを指定します。

例︓観光名所から観光名所リストを出⼒する

Parm で変数を使用するか項目属性を使用するか
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Parm で変数を使用するか項目属性を使用するか

実⾏時
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